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筑波大学附属図書館報

私が初めて大学新聞を読んだのは，入学式の時

だった。自分の名前が大学新聞に載っているのを

見て喜び，筑波大学に入学したことを実感した。

式と同日に発行する 4月号には，例年新入生全員

の名前・出身高校を掲載している。きっと毎年，

新入生は私と同じ思いを抱いているだろう。その

「舞台裏」，編集部は，2000人以上の名前を，3？

4度，1人 1人確認し，誤植を防いでいる。

筑波大学新聞は1974年，開学 1年目の10月26日

に創刊した。過激派学生のプロパガンダでも，大

学当局の作る味気ない広報紙でもない，学生・教

員・事務官の 3者が協力する体制の新しい新聞を

製作した。

しかし創刊直後から，新聞製作をめぐり模索が

続いた。76年，新聞の独立をめぐって 3カ月発行

停止になった。82年には，大学と学生記者が企画

をめぐって対立し，大学側に反発した学生が編集

部を集団脱退。彼らは「筑波学生新聞」を創刊し

た。（「筑波大学新聞200号」200号記念特集）

このように，その活動は平坦ではなかったが，

大学新聞は一学生の活動から，構内で起こった殺

人事件まで，本学に関係するニュースを幅広く伝

えてきた。2003年 5 月12日発行の新聞で，その歴

史は229号に上る。

入学直後，同じ学類の先輩に誘われ，私は大学

新聞編集部に入部した。大学新聞の仕事は，その

性格上，掲載記事に対する責任が重い。また，忙

しい時期には，生活時間が昼夜正反対になり，授

業をたびたび寝過ごしてしまうなど，苦労も多い。

だが，この仕事に携わっていたおかげで，個性豊

かな部員との出会い，異なる文化を持つ留学生と

の対話，世界的なスポーツ選手への取材など，普

通の大学生活では味わえないような体験を数多く

得た。

2年間を振り返り， 2つの取材が強く思い出に

残っている。初めて取材した時のこと，昨年12月，

バレーボール部の全日本インカレを取材した時の

ことである。

初めて取材をしたのは，6月の宿舎（やどかり）

祭だった。来客者から一言コメントを取るのにも，

オドオドしていた。カメラを持っていても，何を

どのタイミングを取ればいいのか分からず突っ立

ち，まともな写真を撮ることができなかった。

そんな私を尻目に，付き添いの先輩は，ためら

いなく声を掛けていた。シャッターチャンスがあ

れば，他人をかき分けて，被写体に食い入るよう

に撮った。

祭開催中，ちょうど 6月号の編集作業が大詰め

の時期だった。先輩たちは 1日中編集室で仕事に

明け暮れていた。この時期，作業は毎日夜が明け

るまで続く。中には，編集室で眠り込んでしまう

人もいた。新聞発行の舞台裏を覗き，「やり手」

の先輩達の姿に憧れ，この仕事に強いやりがいを

感じた。

先輩たちに一から百まで助けてもらった記事で

はあったが，取材して書いた記事と名前が，新聞

に掲載されたのは心に残った。未体験づくしで刺

激に満ちていた人生初の取材を通し，私は大学新

聞の仕事にどっぷりはまっていた。

全日本インカレの取材は，大学生活の中で一番

感動した出来事になった。

この大会で，男子は史上初の六連覇を達成した。

女子も15年ぶりに優勝し，史上 3校目のアベック

優勝を果たした。バレー部担当だった私は，運良

く快挙達成の場に居合わせることができた。

取材当日は朝 5 時に起き，重い 3 脚と500ミリ

の長い望遠レンズを付けた 1眼レフを持ち，東京

の東京体育館へ向かった。コートから10メートル

も離れていない席に座り，カメラを構えていた。

バレーの試合を生で観戦するのは初めてだっ

た。選手のジャンプ力，スパイクのスピード，コ

ートにたたきつけられるボールの音…。コートを

開学30周年記念特別企画「活字と歩んだ筑波大学の30年」①
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包む熱気に体が震えた。

現地取材ならではのアクシデントにも出会っ

た。男子の試合途中，コート外に飛び出したボー

ルが望遠レンズを直撃。カメラとの接触部分が壊

れ，私の右目の周辺が赤くなり，少し擦りむけた。

急いで近くのコンビニに走り，接着剤を買った。

男子が優勝を決めた瞬間，会場は選手の叫び声

と観客の歓声であふれかえった。私は監督のもと

へ走り，握手を交わした。そのあと，選手達の歓

喜の輪にまざって，喜びを分かち合い，生の声を

聞くことができた。取材に行った甲斐あって，迫

力あるアタックの写真を掲載する事ができた。２

年間で，最も充実した取材だった。

私たち現 3 年生は，12月に発行する234号をも

って，編集部を引退する。残り僅かな時間だが，

2年間で得た以上に充実した取材をし，読者に正

しい情報と大学の姿，驚きと感動を伝えるように

仕事に取り組みたい。

（まきた・まさのり　社会学類 3年／「筑波

大学新聞」編集長）

【見学者】

韓国亜州大学校訪日団　　 5月29日（木）

JAICAマレーシア東方政策産業技術研修生一行

5月30日（金）

【学外会議】

第59回関東地区国立大学図書館協議会総会

4 月24日（木）山梨大学で開催された。

電子ジャーナル・タスクフォースについて等の

報告や，国立大学法人化に向けた各大学附属図書

館の最新の取り組み状況について等の協議が行わ

れた。

【学内会議】

第256回附属図書館運営委員会（4月）

大塚地区に「体育研究科スポーツ健康システム・

マネジメント専攻」が新設されたことに伴う各種

委員会委員の追加，各専門委員会委員の選出及び

委員長の指名が行われた。

自動貸出・返却装置の導入について，開学30周

年記念附属図書館特別展について等が報告された。

第257回附属図書館運営委員会（5月）

貴重図書及び準貴重図書の指定について，開学

30周年記念附属図書館特別展について，図書館資

料整備に係る検討委員会の設置について等の審議

が行われた。

各種委員会報告，平成14年度附属図書館資料購

入計画決算報告，平成14年度附属図書館業務統計

について等が報告された。
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